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道の駅ごか農産物直売所販売組合で「切花栽培講習会」が開催されました

第3回農場見学＆就農相談会 in 県西（坂東市）を開催しました
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11月18日、県と（公社）茨城県農林振興公社の共

催で第３回農場見学＆就農相談会 in 県西（坂東市）を

開催し、県内外の就農希望者12名が参加しました。

午前中の農場見学では坂東市でネギ・レタスを生産

している飯塚農園を見学し、経営主から、農園の経営

概略の他、自身が就農した経緯や就農して良かったこ

と、苦労したこと等を説明いただきました。

午後の就農相談会では、飯塚農園の他、古河市内で

活躍する森谷農園、JAや地域就農協議会等８団体が

ブース形式で就農に関するアドバイスや情報提供を行

いました。

参加者からは、「県西地域の露地野菜ほ場を見て、

規模の大きさに圧倒された。」、「独立就農を目指し

ていたが、雇用就農という選択も視野に入れて考えて

いく。」との感想がありました。

普及センターでは今後も地域就農支援協議会と連携

し、就農相談を通して就農希望者への支援を行ってい

きます。

11月15日、道の駅「ごか」の会議室で「切花栽培講習会」が

開催され、切花を出荷している販売組合員約15名が参加しました。

道の駅「ごか」の農産物直売所には、年間を通して様々な鉢花

や切花の出荷が行われており、お盆の時期には特設コーナーを設

置して切花の販売を行っています。

本講習会では、商品のレベルアップを図ることを目的に、お盆の

時期出荷最盛期となるコギクの栽培を中心に講習会を行い、普及セ

ンターから親株の管理方法や定植後の栽培管理の注意点などの説明

を行いました。栽培の説明が終わった後、組合員からは栽培してい

て疑問に感じていることや暑さ対策について等の質問が数多くあり、

有意義な講習会になりました。

今回の講習会をきっかけに、より高品質な花きが直売所に並ぶこ

とが期待されます。



１月 土壌診断実施日のお知らせ
1月10日（水）、24日（水）の2回の予定です

・個人の農家の方が対象です。
・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早
めにお持ちください。電話等での予約は行っておりません。

・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には
次回の診断となります。

・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

編集後記

次作に向けたイネ縞葉枯病の防除対策を紹介します

QRコードを読み取

るかURLを直接入

力してアクセス！

「農業いばらき」は月刊誌からwebサイト

に生まれ変わりました！

https://nouiba.jp/

国内で未発生のなし・りんご等の重要病害である「火傷病」が中国で発生したため、中国産のなし・

りんごの花粉等の輸入は停止されています。

火傷病菌が付着した花粉を授粉作業に使うと、火傷病を蔓延させるおそれがありますので、中国産の

なし・りんごの花粉は購入・使用しないようお願いします。

不明な点があれば、下記までお問い合わせください。

【連絡先】坂東地域農業改良普及センター ☎ 0297-34-2134

いよいよ12月が終わりそうですが、

今年は例年より暖かい年末となるかもし

れませんね。私はそばが食べ物の中で一

番好きですので、今年は年越しそばを

2kg食べようかと考えています。皆様も

美味しいものを食べて元気にお過ごしく

ださい。(バティン)

～露地野菜の防寒対策をしましょう～

・支柱を設置し、主にフィルムで被覆します

・１重トンネルで1～2℃、2重トンネルで

4～5℃ほど外気温より高い温度を保つことが

できます

・トンネル被覆に比べ保温効果は低いで

すが、直接霜に当たらないこと、地温の

確保による生育促進効果があります※べたがけと併用することもあります

・手軽に利用できるもので、不織布や

寒冷紗があります

□ 薬剤防除（育苗・生育期）

水稲に飛来・発生したヒメトビウンカを防除するため、育苗箱施薬や本田散布（６月中下旬目安）

を実施します。イネ縞葉枯病多発地域では育苗箱施薬と本田散布を組み合わせる体系防除が有効です。

□ 耕種的防除（収穫後の耕起・除草）

再生稲（ひこばえ）や水田周辺の雑草内でヒメトビウンカが越冬すると、翌年の病気の発生源にな

ります。稲刈り後は早めに耕起を行うとともに、畦畔等の除草を徹底し、越冬場所をなくす必要があ

ります。

□ 耕種的防除（抵抗性品種の利用）

抵抗性品種にはイネ縞葉枯病はほとんど発生しません。抵抗性品種の作付けを拡大することで地域

内のヒメトビウンカの保毒虫率を徐々に下げる効果も期待できます。
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